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プレスリリース 

２０２１年４月９日 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

２０２１年度 第１回 日本海海況予報 
－ 別表の水産関係機関が検討し国立研究開発法人水産研究・教育機構 

水産資源研究所がとりまとめた結果 － 

今後の見通し(2021年4月中旬～6月）のポイント 
・対馬暖流域の表面水温は、”かなり高め”で経過する。

・対馬暖流域の50m深水温は日本海西部及び北部ともに“かなり高め”で経過する。 

問い合わせ先 

 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

  担当：企画調整部門（横浜）  森永 

  海洋環境部（新潟） 渡邊、井桁 

  電話：025-228-0451、ファックス：025-224-0950 

当資料のホームページ掲載先URL 

http://www.fra.affrc.go.jp/pressrelease  

2021 年 4月中旬～6月の海況 
○島根北方の暖水域は北東に進み隠岐諸

島北方に分布

○能登半島北西の暖水域は北進し能登半

島はるか北北西に分布

○秋田西方の暖水域は北進し津軽海峡か

ら流失

○津軽半島西方の暖水域は東進し津軽海

峡から流失

○島根沖の冷水域の張り出しは、規模は

かなり小さく、接岸状況はやや離岸

○山陰・若狭沖の冷水域の張り出しは、規

模接岸状況ともに平年並み

○佐渡島沖の冷水域の張り出しは、規模は

やや小さく、接岸状況はやや離岸

○入道埼沖の冷水域の張り出しは、規模は

やや小さく、接岸状況はやや離岸
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2021年度 第1回 日本海海況予報 
 
1. 今後の見通し（2021年4月中旬～6月） 
(1) 島根北方の暖水域は北東に進み隠岐諸島北方に分布する。能登半島北西の暖水域は北進し能登半島

はるか北北西に分布する。秋田西方の暖水域は北進し津軽海峡から流失する。津軽半島西方の暖水域

は東進し津軽海峡から流失する。 

(2) 島根沖の冷水域の張り出しは、規模はかなり小さく、接岸状況はやや離岸で経過する。山陰・若狭

沖の冷水域の張り出しは、規模接岸状況ともに平年並みで経過する。佐渡島沖の冷水域の張り出しは

、規模はやや小さく、接岸状況はやや離岸で経過する。入道埼沖の冷水域の張り出しは、規模はやや

小さく、接岸状況はやや離岸で経過する。 

(3)対馬暖流域の表面水温は、”かなり高め”で経過する。 

(4)対馬暖流域の50m深水温は、日本海西部及び北部ともに“かなり高め”で経過する。 

 

2. 経過（2020 年 11月～2021 年 2月） 
(1)11 月に能登半島北西で見られた暖水域は2月まで定在。11月に男鹿半島沿岸～西方に見られた暖水域

は、12月に津軽海峡から流失。11月に山形～秋田沿岸に出現した暖水域は、12月には欠測により確認

出来ないが、2月には男鹿半島北西に分布。12月に能登半島東岸に出現した暖水域は北東に進み、2月

には佐渡島北方に分布。 

(2)島根沖の冷水域は、11月はかなり小さくはなはだ離岸、12月はやや小さくはなはだ離岸、2月は欠測

により不明。山陰・若狭沖の冷水域は、11月はやや小さくはなはだ離岸、12月はやや小さくやや離岸、

2 月は規模、接岸距離とも平年並。佐渡島沖の冷水域は、11 月はやや小さくやや離岸、12 月はやや小

さく接岸距離は平年並み、2 月はやや小さくやや離岸。入道埼沖の冷水域は、11 月はかなり小さくか

なり離岸、12月は欠測により不明、2月はやや小さく接岸状況は平年並み。 

(3)対馬暖流域の表面水温は、11月は、但馬北方～若狭北方～能登半島西方、上越～佐渡島、男鹿半島西

方で“かなり高め”、佐渡島北東で“かなり高め”〜“はなはだ高め”、隠岐諸島北方で“やや低め”

〜“かなり低め”。12 月は、山口北方、隠岐諸島はるか北方、北海道道西方で“かなり高め”〜“は

なはだ高め”、津軽半島西方で“かなり高め”。2月は、山口北方、隠岐諸島西方で“かなり高め”〜

“はなはだ高め”、能登半島北西で“かなり低め”〜“はなはだ低め”。 

(4)対馬暖流域の50m深水温は、日本海西部では“はなはだ高め”、北部では”かなり高め”。 

 

3. 現況（2021年 3月） 

(1)暖水域は、島根北方、能登半島北西、秋田西方、津軽半島西方に分布。 

(2)島根沖の冷水域は、かなり小さくはなはだ離岸。山陰・若狭沖の冷水域は、規模、接岸距離とも平年

並。佐渡沖の冷水域は、やや小さくはやや離岸。入道埼沖の冷水域は、やや小さくかなり離岸。 

(3)対馬暖流域の表面水温は、島根～但馬沿岸、隠岐諸島北方、佐渡島北方で“かなり高め”〜“はなは

だ高め”、若狭湾北方、能登半島西方、能登半島東岸で”かなり高め”、能登半島はるか西方で“か

なり低め”〜“はなはだ低め”。 

(4)対馬暖流域の50m深水温は、日本海西部では”かなり高め”、北部では“やや高め”。 

 
（註）引用符（” ”）で囲んで表した、平年比較の水温の高低の程度は以下のとおり 

”はなはだ高め（低め）” ： 22 年以上に1回の出現確率である2℃程度の高さ（低さ） 
  ”かなり高め（低め）”  ： 7年に 1回の出現確率である1.5℃程度の高さ（低さ） 
  ”やや高め（低め）”   ： 3年に 1回の出現確率である1℃程度の高さ（低さ） 
  ”平年並み”      ： 2 年に 1回の出現確率で、平年値±0.5℃程度の水温 
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プレスリリース  

２０２１年４月２８日 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

２０２１年度 第１回 日本海スルメイカ長期漁況予報 

          － 別表の水産関係機関が検討し国立研究開発法人水産研究・教育機構 

水産資源研究所がとりまとめた結果 － 

 

 

 

今後の見通し(2021年5月～7月）のポイント 
 

 

・来遊量は前年並で近年平均を上回る 

・主な漁場は本州北部日本海以北で漁期は近年同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊近年は最近5年間(2016年～2020年)、本州北部日本海以北は石川県以北を示す 

 

 

  

問い合わせ先 
 

   国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

  担当：企画調整部門（横浜）     森永 

          浮魚資源部（横浜、新潟） 大島、宮原 

  電話：045-788-7615、ファックス：045-788-5001 

当資料のホームページ掲載先URL 

http://www.fra.affrc.go.jp/pressrelease 
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今期の主な予報
対象海域
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2021年度 第1回 日本海スルメイカ長期漁況予報  
 

今後の見通し（2021年5月～7月） 

対象魚種：スルメイカ 

対象海域：日本海沿岸域 

対象漁業：主にいか釣り漁業 

対象魚群：主に秋季発生系群 

      

(1) 来遊量：前年並で近年平均を上回る 

(2) 漁期・漁場：主な漁場は本州北部日本海以北で漁期は近年同様 

 

 

＊近年は最近5年間(2016年～2020年) 

 

 

Ⅰ 漁況予報 

日本海におけるスルメイカの資源調査結果（2020年10月のスルメイカ稚仔調査I、および2021年4月のスルメイ

カ新規加入量調査）と海況予報を主要な情報として、今期（2021年5月～7月）の日本海沿岸域におけるスルメイ

カの漁況を下記のとおり予測した。併せて2020年12月のスルメイカ稚仔調査IIの結果と、2021年4月のスルメイカ

漁期前分布調査で得られたスルメイカの分布状況も示した。 

 

【予測】 

今期（2021年5月～7月）の日本海沿岸域へのスルメイカ来遊量は、前年並で近年平均を上回ると予測される。

また、対馬暖流域における4月中旬～6月の水温は平年よりも「かなり高め」と予測されているが、近年の資源状

況および調査結果から主な漁場は本州北部日本海以北で漁期は近年同様と予測される。 

 

【情報】 

(1) 2021年4月に実施したスルメイカ新規加入量調査の結果では、今期漁獲対象になると予測される外套背長5cm

以上のスルメイカの1調査点あたりの採集尾数は3.4尾で、前年（0.7尾）を上回り、近年平均（6.9尾）を下回

った。 

(2) 2020年10月に実施したスルメイカ稚仔調査Iでは、親魚量の指標となる幼生の分布密度は、前年および過去5

年（2015年～2019年）平均を上回った。 

(3) 2021年度第1回日本海海況予報では、スルメイカの漁場形成に影響を与える4月中旬～6月の対馬暖流域の表 

面水温と50m深水温は、共に平年よりも「かなり高め」と予測されている。 

(4) 2020年5月～7月の小型いか釣り等によるスルメイカ（生鮮）の漁獲量は、日本海沿岸域全体で過去5年（2015

年～2019年）平均を上回った。海域別にみると道北・道央ならびに道南・津軽で過去5年平均を下回った一方

で、本州北部日本海および西部日本海では過去5年平均を上回った。 

(5) 前年の4月に実施したスルメイカ新規加入量調査の結果に反し、予報対象期間（2020年5月～7月）の漁獲量が

多かったことから、来遊量も多かったと推測された。このことから、実際の来遊量に対し調査結果は過小であ

ったと考えられた。本年の同調査結果は前年を上回っているものの、近年の中では来遊量の多かった前年以上

の来遊があるとは考えにくい。 
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Ⅱ 説明 

1. 調査結果 

1) 4月におけるスルメイカの分布状況 

＜目的＞ 

いか釣り漁業では外套背長15cm以上のスルメイカが主な漁獲対象となる。したがって、いか釣り漁業で漁獲さ

れる前のスルメイカ（主に外套背長2cm～10cm）の分布状況を把握することで、その後の漁況を予測することが可

能となる。そこで、日本海では主漁期前の4月に漁獲加入前のスルメイカの分布状況を把握するために新規加入量

調査*1）を実施している。なお、本調査で採集されたスルメイカのうち、外套背長5cm以上のサイズが本予報期間

（5月～7月）の漁獲対象になると想定される。 

加えて本予報期間（5月～7月）の前半に漁獲対象となるスルメイカの日本海での分布状況を把握するため、2019

年より4月にスルメイカ漁期前分布調査*2）を実施し、スルメイカの分布状況を整理した。 

*1)スルメイカ新規加入量調査：網口幅10m～12mの表層トロール網を用いた採集調査。各調査定点で3ノットの速度で30分間曳網して

実施。 

*2)スルメイカ漁期前分布調査：自動いか釣り機による釣獲試験。各調査定点で夜間に原則8時間の釣獲を実施。 

 

＜結果＞ 

2021年の新規加入量調査では、トロール調査を22点で実施した（図1）。外套背長5cm以上のスルメイカは北緯

37度50分以北、東経134度30分以西の海域で多く採集された（最大27尾）。一方、外套背長5cm未満のスルメイカ

は東経135度30分以西の調査点で多く採集されており、北緯36度20分、東経134度30分の点で最大66尾、ついで北

緯37度50分、東経134度31分の点で65尾採集された。 

1調査点あたりの平均採集尾数は18.5尾で、前年（5.3尾）の351％で、近年平均（23.5尾）の79％であった。ま

た、本予報期間（5月～7月）の漁獲対象になると想定される外套背長5cm以上の平均採集尾数は3.4尾であり、前

年（0.7尾）の471％、近年平均（6.9尾）を49％であった（図2）。 

2021年の漁期前分布調査では、いか釣り調査を20点で実施した（図3）。採集されたスルメイカは外套背長13cm

～15cm台（図3における16cm台に含む）の小型個体と18cm～19cm台のより大型個体（図3における17cm～18cm台お

よび19cm～20cm台に含む）が多く見られ、比較的沖合に小型個体、沿岸に大型個体が分布していた。分布密度の

指標となるCPUE（釣り機1台1時間あたりの採集尾数）の平均値は4.9尾で、2019年の3.8尾、前年の0.1尾を上回っ

た。CPUEは隠岐西の点で最大43.2尾であった。またスルメイカが採集されなかった点もあった。 

 

 

図1  2020年および2021年4月のスルメイカ新規加入量調査結果 

○の面積は採集尾数、×は採集されなかった調査点をそれぞれ示す。 

 

2020 2021 
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図2  新規加入量調査による平均採集尾数（全数および5cm以上）と推定資源量の経年変化 

推定資源量は令和2年度スルメイカ秋季発生系群の資源評価に基づく。 

 

図3  2020年および2021年4月のスルメイカ漁期前分布調査結果 

●の面積はCPUE（釣り機1台1時間あたりの採集尾数）、各色は各外套背長範囲（cm台）の比率、×は採集されなかった調査点

をそれぞれ示す。 

 

2) 2020年秋のスルメイカ幼生の分布量 

＜目的＞ 

5月～10月の日本海では、主に前年の秋～冬に生まれたスルメイカ秋季発生系群が漁獲される。したがって、秋

～冬のスルメイカ幼生の分布量は、その年のスルメイカ秋季発生系群の親魚量（とり残し量）の指標値になる。

そこで、日本海では毎年10月～11月および12月にスルメイカ稚仔調査I、II*3)をそれぞれ実施し、親魚量の把握を

行っている。 

*3) スルメイカ稚仔調査I、II：口径45cmのプランクトンネット（網目合0.33mm）を用いた採集調査。各調査点で深度150mから海面

までの鉛直曳によって主に外套背長1mm～3mmのスルメイカ幼生を採集する。 

 

＜結果＞ 

2020年10月の調査では鳥取県沖から対馬海峡、五島列島の南にかけての海域で幼生が採集された（図4左）。1

調査点あたりの平均採集尾数は0.62尾で、2019年の調査結果（0.27尾）の233％、過去5年（2015年～2019年）平

均（0.26尾）の236％であった（図5）。また12月の調査では、北緯31度付近の海域でほとんどの幼生が採集され、
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1調査点あたりの平均採集尾数は0.10尾（前年0.10尾）であった（図4右）。2016年以降の秋の幼生の分布密度は、

1988年以前並の低い水準で推移していたが、2020年はこれを上回り、2015年並の分布密度であった。以上から、

2020年の漁期終了後の秋季発生系群の親魚量は前年を上回り、過去5年平均よりも多かったと判断される。 

 

図4 2020年10月（左）と12月（右）におけるスルメイカ幼生の分布調査結果 

● 1mm未満の幼生が1個体以上採集された調査点、○ それ以外の幼生のみが採集された調査点、＋ 幼生が採集されなかった

調査点。図中の数字は各調査点における採集尾数。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2. 日本海における海洋環境 

 スルメイカの分布回遊は水温と深く関連しており、沿岸域の漁場形成は主に水温に左右される。2021年度第1回

日本海海況予報*4)では、対馬暖流域における4月中旬～6月の表面水温および50m深水温は、平年よりも「かなり高

め」で経過すると予測されている（日本海海況予報における平年は1986年～2015年の平均値）。 

 *4) http://www.fra.affrc.go.jp/pressrelease/pr2021/20210409/index.html 

 

Ⅲ 日本海におけるスルメイカ漁況の経過 

日本海では、1月～3月上旬は前年の冬に生まれたスルメイカ（冬季発生系群）が主に漁獲され、3月中旬～4月

は前年の春～夏に生まれたスルメイカ、5月以降は前年の秋に生まれたスルメイカ（秋季発生系群）が漁獲の中

心となる。このため、1月～3月の漁況は予測対象期間の漁況には直接結びつかない。 

前年の予報対象期間（2020年5月～7月）では、漁獲量は日本海沿岸域全体で過去5年（2015年～2019年）平均

の155％と上回った（図6）。海域別に見ると、道北・道央ならびに道南・津軽で過去5年平均のそれぞれ23％、

28％と下回った一方で、本州北部日本海および西部日本海では過去5年平均のそれぞれ254％、159％と上回っ

た。8月～12月計も、道北・道央ならびに道南・津軽では過去5年平均のそれぞれ27％、29％と下回った一方

図5 スルメイカ幼生の1調査点

あたりの平均採集尾数の

経年変化 

●は10月～11月、○は12

月の平均採集尾数をそれ

ぞれ示す。 
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で、本州北部日本海は過去5年平均の191％と上回った。 

2021年1月～3月の漁獲量については、本州北部日本海では1月～2月は前年の67％で近年平均の92％だったが、

3月は前年の194％、近年平均の127％であった。西部日本海では1月～3月は前年の90％、近年平均の89％であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 日本海沿岸（4海域計）および海域ごと（図7）の漁獲量（近年平均、2020年および2021年）の経過 

ただし2021年の一部は未集計および速報値 

  

45°N

40°N

35°N

30°N

125°E 130°E 135°E 140°E 145°E

道北・
道央

道南・津軽

本州北部

西部日本海

125             130             135            140             150         

45

40

35

30 漁場200m

200m

oN

oE

図7 本予報における漁獲量の海域区分 

道北・道央は宗谷～後志、道南・

津軽は渡島・檜山・青森県、本州

北部日本海は秋田県～石川県、 

西部日本海は福井県～長崎県をそ

れぞれ示す。 
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＜いか関連 ４／１０～ 新聞記事の概要（抜粋）＞ 

 

 

水産経済新聞（４月１２日） 

水産庁 初の不漁問題検討会を開催 「変化」前提に対策必要 

水産庁は第 1 回不漁問題（サンマ、スルメ、サケ）に関する検討会を非公開で

開催した。各漁業団体から近年の漁模様などについてヒアリングを行った。委

員からは今後は、中期、長期に分けた視点での対策が必要などの意見が出され

た。 

５月末までに計４回で取り纏め、来年度の水産基本計画に活かし、予算、政策

にも反映をさせる予定。 

 

 

みなと新聞（４月１６日） 

生鮮スルメイカ２月漁２割減６８２トン 冷凍は３割増、各産地とも不振 全

漁連まとめ 

ＪＦ全漁連がまとめた２月の国内スルメイカ水揚量（生鮮・冷凍含む）は前年

同月比 

１０％減の１０８０トンだった。２０２０年１１月から４カ月続けて前年割れ

となった。 

冷凍物が２６％増の３９９トンと伸長しが、生鮮物は２３％減の６８２トンと

なった。 

 生鮮物は各地区で前年を下回った。日本海区は９％減の２５０トン。九州地

区は 

１９％減の４１９トン、三陸地区は８８％減の１１トンにとどまった。 

 冷凍物は、前年水揚げがなかった北海道で３４トンを記録した他、八戸は６％

増の３０８トンだった。では石川で５６トンを水揚げした。 

同月の平均キロ単価は生鮮物が５％高の６２１円、冷凍物が３８％安の６３９

円だった。 

 

 

みなと新聞（４月２１日） 

生鮮スルメイカ 豊洲入荷量３割減 １～１７日 定置や釣物１割高 

生鮮スルメイカの水揚量の減少とともに、東京・豊洲市場への入荷ペースが鈍

化している。１日当たりの卸売数量は前年同期比２６％減の１１トン。漁業情

報サービスセンターによると、１～１７日の全国主要港の水揚量は６％減の５

８トンとなった。 
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 豊洲ではコロナ禍による荷動き停滞も問題化。飲食店も営業時間短縮などの

対応に追われる。「飲食店への荷動きは生鮮スルメイカに限らずいろいろな商材

で鈍い」といった声が上がる。生鮮スルメイカも「卸値の高騰から量販店への

荷動きは鈍い」。 

 

 

水産経済新聞（４月２７日） 

第 2 回不漁問題検討会 マルチ漁業への転換指摘（水産庁） 

水産庁は２３日不漁問題（サンマ、スルメ、サケ）に関する検討会を非公開で

開催した。 

現行の施策では迅 な対応はできないと課題を指摘して、環境変化への弾力性

を確保できる操業体制と漁業経営による生産構 の必要性を挙げ、マルチ漁業

への転換の検討など「中長期的な資源変動や環境変化に適合しない施策・制度

については見直すべきだ」との素案を提示した。 

 

 

水産経済新聞（４月２８日） 

沖縄ソデイカ不漁気配、引き合い強く魚価高値圏 

【那覇】例年より 1 か月遅い昨年１２月からの解禁となったソデイカ漁は、解

禁から４か月（１２～３月）の水揚げ量は１，１２４トン 不漁だった昨年同

期とほぼ同量で推移。 

不漁気配となっている。 

 

 

みなと新聞（４月２９日） 

福岡鮮魚市場 生鮮ヤリイカ入荷量４倍 １～２８日 九州北部で盛漁期前倒

し 

【福岡】生鮮ヤリイカ入荷量が、前年同月を大幅に上回るペースで推移。４月

の取扱量は２８日までで、前年同月比４倍の約２万６０００箱（１箱当たり約

４キロ、４０～１０尾入り）。例年は６～７月に取扱量のピークを迎えるが、今

年は２月から対馬（長崎県）や沖ノ島（福岡県）周辺の漁場で好漁となり、盛

漁期が前倒しとなる形で順調な入荷。 

 ４月の平均箱値は、前年同月より５００～１０００円安い５５００円前後。

１箱２４尾入りの中サイズは、関西方面の量販店からの引き合いが強く、箱１

万３０００円の高値を付けるものもあった。 
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みなと新聞（５月１日） 

山口県で生鮮ケンサキイカ好漁 ４月 長門市湊２０倍、特牛３倍 

【山口】山口県下関市と長門市の北浦地方を中心とした地域で、生鮮ケンサキ

イカ（アカイカ）の豊漁が続いている。特牛魚市場（下関市）での生鮮ケンサ

キイカ入荷量は、３月が７．９トン（前年同月比５１倍）、９９００万円（同４

１倍）に急増した。４月は２９日までで６．７トン（前年同月最終実績比３倍）、

８４００万円（同２・６倍）と大幅に増え好漁が続く。特牛魚市場のスルメイ

カの水揚量は３月、ほぼ前年同月並みだった。４月は前年同月比で半減ペース

だ。  

 

 

みなと新聞（５月６日） 

船凍アカイカ 北西太平洋夏漁へ順次出航 八戸、函館など２７隻操業予定 

北西太平洋における船凍アカイカ夏漁は今月から順次出航が始まっている。主

要な水揚げ基地である八戸港所属の中型イカ釣漁船１隻が２日に出航。大半の

船は大安にあたる１３日を中心に出航する見通しだ。今期漁は八戸港所属船を

中心に、函館、小木、大畑など、計２７隻が着業する。近年は日本海のスルメ

イカが不漁ということもあり、八戸以外の所属船もアカイカ漁に参加。昨年夏

漁は八戸の他、岩手、石川、鳥取など３２隻が着業し、７２１４トンを水揚げ

した。冬漁は魚群の薄さから操業を回避した。八戸魚市場によると「近年の傾

向を考えると、トータルで６５００トン程度の水揚げを期待している」という。

アカイカはここ数年水揚げが安定しているが、まだまだ用途は少ない。昨年度

の平均価格は前年比２割安の１キロ３３９円。産地ではヒネ物在庫も抱えたま

ま、新物シーズンを迎えることになる。日本海の船凍スルメイカ操業は６月中

旬以降、１６隻ほどから操業を開始する見通し。 

 

 

みなと新聞（５月８日） 

中国産冷凍イカ 南米アカイカ大型品薄 寿司種向け小型はジリ安 

中国が南米諸国から輸入するアメリカオオアカイカは１尾４キロ以上の大型主

体で、中国の新型コロナ検査厳格化などで同国内在庫の品薄状態が続く。４月

中旬の同国の買い付け価格は前年同期並みだが、底値だった昨秋比で約３割高。

昨秋からジリ高傾向が続いており、「４月下旬からロールイカなど一部の日本向

け製品価格への反映も始まったもよう」一方、中国船が漁獲する南米アカイカ

は、１キロ以下の小型主体に漁が進む。小型は酸味が少なく寿司種に使われる。

コロナ禍で同国内浜値は昨年からジリ安傾向が続き４月中旬は前年同期比３割

安、前月比で２％安のトン７９００元。「小型はジリ安で日本向け製品も少しず

つ下がっている」 
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 ＡＲマツイカの同国漁獲は順調に推移し、「数量は前年並みの約１１万トンと

みられる」一定数の漁獲量を確保できる見込みとなったため、似た商材のスル

メイカの相場も下がり、２００～３００グラムの同国内浜値は前月比２％安。

ただ同国内フリー在庫が少なく、今後の漁にも不透明感が残り、大幅な相場下

落は期待できないという。 

 

 

みなと新聞（５月８日） 

中国政府、ＩＵＵ対策強化 王ＮＧＯ理事長指摘 北朝鮮イカ漁「情報提供を」 

中国の非政府組織（ＮＧＯ）青島マリーン・コンサベーション・ソサエティの

王松林理事長は４月２８日にオンライン上で講演し、中国政府が違法・無報告・

無規制（ＩＵＵ）漁業への対策を強めていると強調した。さらなる対策に向け、

日本と中国の協議が進みそうだと予測。一方で、北朝鮮水域でスルメイカを違

法に獲る中国漁船が「船舶監視システム（ＶＭＳ）を切るため政府も追跡でき

ない」とし、日本からの情報提供を求めた。王理事長は中国の漁業の現状につ

いて「ＩＵＵの問題は大きい。監視や制御が弱く誤解を招く政策もある」と指

摘。「乱獲も起きており、漁獲の５０％程度が海底の生態系を壊すなど有害なも

の。ＩＵＵと密接につながっている」とみた。 

 一方で「政府は一生懸命ＩＵＵに対処しようとしている」とも強調した。漁

船隻数・馬力の削減や漁獲可能量（ＴＡＣ）管理と漁港ベース管理の段階的実

施が進み、遠洋漁船には位置情報報告頻度増加、洋上転載報告義務化、ＩＵＵ

に関わった場合の補助金の停止などもあると説明。欧州連合がＩＵＵ漁獲物の

輸入などに規制をしていることに対しても「中国政府農業農村省と全国の業界

団体が一緒になり順守しようとしている。今後日本政府と協力していくと思う」

と見込んだ。 

 本紙は王理事長に、日中政府の今後の協議内容について質問。王理事長は「私

は非政府の立場だが、できる限り予想すると」と前置きし、「今後２年間、輸入

管理規則の実施について政府レベルの交渉が数回あると思う。中国は国内の水

産業界と研究機関の助言を受け、日本もＮＧＯの橋渡しなどで広範囲の利害関

係者と協議するだろう」と語った。日本では来年１２月までに、政府が不法漁

獲されやすい魚種の取扱業者に対して生産の合法性を証明する情報の伝達・記

録を求める水産物流通適正化法が施行。王氏の発言も同法を意識したとみられ

る。 

 また本紙は、中国政府が同国漁船による北朝鮮でのスルメイカＩＵＵ漁獲を

取り締まれていない現状を指摘し、対策への同政府の本気度を質問。王理事長

は「中国政府は闇漁船の存在を知っているが情報を公開していない」と認めた

上で「（北朝鮮で違法操業する船団は中国政府への）登録をしていない船で、Ｖ

ＭＳを切っているため情報がない。他国から報告していただいたが、中国政府
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が責任を持って取り組んでいると言えると思う。さらなる（違法操業の）証拠

があればぜひ、日本側から中国政府やわれわれに連絡いただきたい」と語った。 

 講演は、複数のＮＧＯなどが組織するＩＵＵ漁業対策フォーラムのメディア

向けセミナー一環。世界の水産系大企業が協同で資源問題・海洋環境問題に取

り組む組織ＳｅａＢＯＳのマーティン・エクゼル専務や台湾のＮＧＯ台灣動物

社會研究會のウー・フォン氏も登壇し、日本の流通適正化法成立を称賛するコ

メントなどを出した。 

 

 

水産タイムズ（５月１０日） 

前年並み来遊予想（日本海スルメイカ） 

水産研究・教育機構は、２０２１年度第１回日本海スルメイカ長期漁況予報を

発表した。 

（詳細は本組合報に掲載する原文を参照） 

今期の日本海沿岸域へのスルメイカの来遊量は、前年並みで近年（最近５年間）

の平均を上回る見通し。また対馬暖流域における４月中旬～６月の水温は「か

なり高め」と予測。調査結果は前年を上回っているものの「近年の中では来遊

量の多かった前年以上の来遊があるとは考えにくい」としている。 
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2021 年 3 月 30 日 

 

第 163 回中小企業景況調査（2021 年 1-3 月期）の 

結果を取りまとめました 
 

「中小企業景況調査」は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が、全国の中小

企業約 1 万 9 千社を対象に、商工会・商工会議所の経営指導員、中小企業団体

中央会の調査員の協力を得て、四半期毎に実施している調査です。 

この度、中小企業の業況判断、売上額及び経常利益等の2021年1-3月期の実績

（DI）及び 2021 年 4-6 月期の見通し（DI）について、中小企業庁と同機構が共同で

結果を取りまとめました。 

 

調査結果のポイント 

中小企業の業況判断 DI は、3 期ぶりに低下した。 

 

詳細は別紙のとおり。 （以下、一部抜粋。） 

＜全国＞ 

(1) 2021年 1-3月期の全産業の業況判断DIは、-29.5（前期差 3.4ポイント減）となり、

3 期ぶりに低下した。 

(2) 製造業の業況判断 DI は、-25.0（前期差 4.2 ポイント増）となり、3 期連続して上昇

した。業種別に見ると、鉄鋼・非鉄金属、機械器具、金属製品など 12 業種で上昇し、

食料品、木材・木製品の 2 業種で低下した。 

(3) 非製造業の業況判断 DI は、-31.2（前期差 5.8 ポイント減）となり、3 期ぶりに低下

した。産業別に見ると、建設業で上昇し、サービス業、卸売業、小売業で低下した。 

(4) 全産業の長期資金借入難易度DIは、-2.9（前期差 0.7ポイント減）と 2期連続して

低下し、短期資金借入難易度 DI は、-2.5（前期差 0.6 ポイント減）と 3 期ぶりに低下

した。 

 

＜地域別＞ 

(1) 地域別全産業の業況判断 DI は、九州・沖縄、中部、関東、中国、東北、近畿、北

海道、四国の全ての地域で低下した。 

(2) 地域別製造業の業況判断 DI は、関東、四国、九州・沖縄、近畿、中部、北海道で

上昇し、中国、東北で低下した。 

(3) 地域別非製造業の業況判断 DI は、全ての地域で低下した。 

 

（本発表資料のお問合せ先） 

  中小企業庁 事業環境部 調査室長 関口 

      担当者： 小倉、小林 

   電話：03-3501-1511(内線 5241～5） 

03-3501-1764（直通） 

03-3501-1207（FAX） 
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１ 

独立行政法人中小企業基盤整備機構 企画部調査課 

担当：山崎、谷井、大竹、梨本 

ＴＥＬ :  03-5470-1521 

https://www.smrj.go.jp/research_case/research/survey/index.html 

（別紙） 

第１６３回 中小企業景況調査 

（２０２１年１－３月期） 
調査機関：独立行政法人 中小企業基盤整備機構 

 

《調査結果のポイント》 
 

中小企業の業況判断ＤＩは、３期ぶりに低下した。 
 

(1) ２０２１年１－３月期の全産業の業況判断ＤＩは、▲29.5（前期差3.4ポイント減）となり、

３期ぶりに低下した。 
 
(2) 製造業の業況判断ＤＩは、▲25.0（前期差4.2ポイント増）となり、３期連続して上昇した。

業種別に見ると、鉄鋼・非鉄金属、機械器具、金属製品など１２業種で上昇し、食料品、木材・

木製品の２業種で低下した。 

（参考）調査対象企業のコメント（例） 

  ・コロナ禍の影響による需要の落ち込みの反動で、１～３月期は近年にない受注が見込まれた。但し、
原材料価格の急騰は原価率を押し上げ、直近の課題になっている。さらに、夏場以降の需要の見通
しに不透明感は残る。［鉄鋼・非鉄金属 愛媛］ 

 

(3) 非製造業の業況判断ＤＩは、▲31.2（前期差5.8ポイント減）となり、３期ぶりに低下した。

産業別に見ると、建設業で上昇し、サービス業、卸売業、小売業で低下した。 

（参考）調査対象企業のコメント（例） 

  ・ワクチン接種が始まり、今後さらにＧоＴо事業の再開が見込まれるなど明るい見通しもあるが、
宴会等のスタイルや開催頻度及び人数が以前と大きく変わってしまい、その変化に順応できるのか
不安要素も感じられる。［宿泊業 新潟］ 

 

(4) 全産業の長期資金借入難易度ＤＩは、▲2.9（前期差0.7ポイント減）と２期連続して低下し、

短期資金借入難易度ＤＩは、▲2.5（前期差0.6ポイント減）と３期ぶりに低下した。 
 
<トピックス①> 

 全産業の資金繰りＤＩは、▲20.6（前期差1.6ポイント減）と３期ぶりに低下した。産業別に

見ると、建設業、製造業で上昇し、サービス業、小売業、卸売業で低下した。 

（参考）調査対象企業のコメント（例） 

  ・コロナの影響により、会合や法事などの集まりが減少し単価の大きな仕事がなく、資金繰りがよく
ない。イベントの少ない時期と重なり、需要が伸びない。［飲食業 三重］ 

 
<トピックス②> 

 全産業の従業員数過不足ＤＩ（今期の水準）は、▲9.8（前期差1.1ポイント増）と３期ぶりに

上昇し不足感が弱まった。産業別に見ると、サービス業、建設業、小売業で上昇し、製造業、卸

売業で低下した。 

（参考）調査対象企業のコメント（例） 

・今期は新型コロナウイルス感染拡大の影響でお客様の利用率が低下しており、従業員の生活も考え休
業せずに週休２日の状況で営業している。今後のコロナ撲滅に期待し、なおかつ最大の企業努力で乗
り切っていこうと考えている。［飲食業 福岡］ 

注)ＤＩは特に断りがない場合は前期比（季節調整値）による。 
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２ 

有効回答率（%）

製    業 4,617 (  24.4  ) 4,464 (  24.5  ) 96.7

建  設  業 2,426 (  12.8  ) 2,342 (  12.9  ) 96.5

卸  売  業 1,185 (  6.3  ) 1,121 (  6.2  ) 94.6

小  売  業 4,603 (  24.3  ) 4,434 (  24.3  ) 96.3

サービス業 6,081 (  32.2  ) 5,849 (  32.1  ) 96.2

合      計 18,912 (  100.0  ) 18,210 (  100.0  ) 96.3

   注 ： （    ）内は構成比（％）

調査対象企業数 有効回答企業数

（前期 調整 ）

全産業

製造業

非製造業

製造業

非製造業

全産業

（ ）

［調査要領］ 

(1) 調査時点 ２０２１年３月１日時点 

(2) 調査方法 原則として、全国の商工会、商工会議所の経営指導員、及び中小企業

団体中央会の情報連絡員が訪問面接し、聴き取りによって行った。 

(3) 調査対象 中小企業基本法に定義する全国の中小企業 

 

 

 

 

 

 

 
(4) その他  ・毎年４－６月期に、前年以前の季節調整値の入れ替えを行っている。 

        ・ 新の長期時系列データは中小企業庁及び中小企業基盤整備機構のホーム 
         ページで公表している。 
 
 

１．業況判断ＤＩ（12ページ参照） 

(1) 全産業 

２０２１年１－３月期の全産業の業況判断ＤＩは、（前期▲26.1→）▲29.5（前期差3.4ポ

イント減）となり、３期ぶりにマイナス幅が拡大した。 

製 業の業況判断ＤＩは、（前期▲29.2→）▲25.0（前期差4.2ポイント増）となり、３期

連続してマイナス幅が縮小し、非製 業の業況判断ＤＩは、（前期▲25.4→）▲31.2（前期

差5.8ポイント減）と３期ぶりにマイナス幅が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業の業況判断ＤＩの推移 
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３ 

（ ）

（前期 調整 ）

食料品 工業 木材・木製品 具・ 備品 ・紙・紙 工品

（ ）

（前期 調整 ）

業・ 製品 鉄鋼・非鉄金属 金属製品 機械器具 電 ・ 通

機械器具・電 部品 機械器具

の の

製造業

(2) 製 業 

 製 業の業況判断ＤＩは、（前期▲29.2→）▲25.0（前期差4.2ポイント増）と３期連続し

てマイナス幅が縮小した。 

製 業の１４業種の内訳では、鉄鋼・非鉄金属で▲2.2（前期差23.5ポイント増）、機械器

具で▲19.3（前期差16.2ポイント増）、金属製品で▲15.6（前期差10.1ポイント増）、印刷

で▲42.8（前期差8.3ポイント増）など１２業種でマイナス幅が縮小した。一方、食料品で▲

31.6（前期差9.9ポイント減）、木材・木製品で▲30.9（前期差1.6ポイント減）と２業種で

マイナス幅が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業の製造業 業種別 業況判断ＤＩの推移(2) 

（2018年1－3月期～2021年1－3月期） 

中小企業の製造業 業種別 業況判断ＤＩの推移(1) 

（2018年1－3月期～2021年1－3月期） 
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４ 

（ ） （前期 調整 ）

建設業 卸売業 小売業 サービス業

（ ） （前期 調整 ）

対事業所

サービス業

対 人

サービス業

（ 整備

の ）

対事業所

サービス業

（

の ）

業 食業 対 人

サービス業
対 人

サービス業

（ 関連）

対事業所

サービス業

（ ・倉 ）

通

・ 業

 

(3) 非製 業 

非製 業の業況判断ＤＩは、（前期▲25.4→）▲31.2（前期差5.8ポイント減）と３期ぶ

りにマイナス幅が拡大した。 

産業別に見ると、建設業で▲14.3（前期差2.8ポイント増）とマイナス幅が縮小した。一

方、サービス業で▲35.6（前期差10.3ポイント減）、卸売業で▲27.7（前期差6.2ポイント

減）、小売業で▲35.4（前期差4.0ポイント減）とマイナス幅が拡大した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス業の内訳では、対個人サービス業（自動車整備その他）で▲20.9（前期差5.0ポイ

ント増）、情報通信・広告業で▲22.5（前期差1.8ポイント増）、対事業所サービス業（専門

技術その他）で▲18.6（前期差1.0ポイント増）とマイナス幅が縮小した。一方、宿泊業で▲

53.2（前期差42.0ポイント減）、飲食業で▲51.3（前期差26.8ポイント減）、対事業所サー

ビス業（運送・倉庫）で▲42.5（前期差11.6ポイント減）、対個人サービス業（生活関連）

で▲36.6（前期差5.1ポイント減）とマイナス幅が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業の非製造業 産業別 業況判断ＤＩの推移 

（2018年1－3月期～2021年1－3月期） 

中小企業のサービス業 業種別 業況判断ＤＩの推移 

（2018年1－3月期～2021年1－3月期） 

(注)「対個人サービス業（生活関連）」は、不動産業、洗濯・理容・美容・浴場業、その他の生活関連サービス業等の７業種。 

「対個人サービス業（自動車整備その他）」は、自動車整備業、機械等修理業。 

「対事業所サービス業（運送・倉庫）」は、道路旅客運送業、道路貨物運送業、倉庫業等の５業種。 

「対事業所サービス業（専門技術その他）」は、専門サービス業、技術サービス業、廃棄物処理業等の５業種。 
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５ 

（前期 調整 ）

全産業

製造業

非製造業

非製造業

全産業

（ ）

製造業

全体

中

小

（ ）

中

全体

小

（前期 調整 ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．売上額ＤＩ（13ページ参照） 

全産業の売上額ＤＩは、（前期▲23.7→）▲26.8（前期差3.1ポイント減）と３期ぶりに

マイナス幅が拡大した。 

産業別に見ると、製 業で（前期▲26.3→）▲20.7（前期差5.6ポイント増）と３期連続

してマイナス幅が縮小した。一方、非製 業で（前期▲22.8→）▲28.9（前期差6.1ポイン

ト減）と３期ぶりにマイナス幅が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業の売上額ＤＩの推移 

［参考］ 

中小企業の業況判断ＤＩの推移[規模別] 
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６ 

（前年同期 ）

全産業

製造業

非製造業

非製造業

製造業

全産業

（ ）

全産業

製造業

非製造業

製造業

非製造業

全産業

（ ） （前期 調整 ）

３．採算（経常利益）ＤＩ（14ページ参照） 

全産業の採算（経常利益）ＤＩ（「好転」－「悪化」、前年同期比）は、（前期▲45.2

→）▲43.8（前期差1.4ポイント増）と３期連続してマイナス幅が縮小した。 

産業別に見ると、製 業で（前期▲51.9→）▲42.9（前期差9.0ポイント増）と３期連続

してマイナス幅が縮小した。一方、非製 業で（前期▲43.1→）▲44.0（前期差0.9ポイン

ト減）と３期ぶりにマイナス幅が拡大した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

４．資金繰りＤＩ（14ページ参照） 

全産業の資金繰りＤＩは、（前期▲19.0→）▲20.6（前期差1.6ポイント減）と３期ぶり

にマイナス幅が拡大した。 

産業別に見ると、製 業で（前期▲19.5→）▲17.4（前期差2.1ポイント増）と３期連続

してマイナス幅が縮小し、非製 業で（前期▲18.8→）▲21.7（前期差2.9ポイント減）と

３期ぶりにマイナス幅が拡大した。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業の資金繰りＤＩの推移 

中小企業の採算（経常利益）ＤＩの推移 
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７ 

（前期 調整 ）

全産業

製造業

非製造業

製造業

非製造業

全産業

（ ）

（前期 調整 ）

全産業

製造業

非製造業

製造業

非製造業

全産業

（ ）

５．借入難易度ＤＩ（14ページ参照） 

全産業の長期資金借入難易度ＤＩは、（前期▲2.2→）▲2.9（前期差0.7ポイント減）と

２期連続してマイナス幅が拡大した。全産業の短期資金借入難易度ＤＩは、（前期▲1.9

→）▲2.5（前期差0.6ポイント減）と３期ぶりにマイナス幅が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業の長期資金借入難易度ＤＩの推移 

中小企業の短期資金借入難易度ＤＩの推移 
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８ 

（ ）

関 東東 北北海道 中 部 近 畿 中 国 四 国 九州・沖縄

（前期 調整 ）

（「 」 「 」 期の ）（ ）

６．生産設備過不足ＤＩ（15ページ参照） 

  製 業の生産設備過不足ＤＩ（「過剰」－「不足」、今期の水準）は、（前期4.8→） 

1.1（前期差3.7ポイント減）と３期連続して過剰感が弱まった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．地域別業況判断ＤＩ（16～19ページ参照） 

地域別の業況判断ＤＩ（全産業）は、九州・沖縄、中部、関東、中国、東北、近畿、北

海道、四国の全ての地域でマイナス幅が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業（製造業）の生産設備過不足ＤＩの推移 

中小企業の地域別業況判断ＤＩの推移（全産業）

（2018年1－3月期～2021年1－3月期） 

（ ） 地域 は、 経 産業 内の 道 に り している。

関東には、 、長 、 、 の 、中部には、 、 の 、近畿には、 を 。九州・沖縄は、九州 と

沖縄 の合 。
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９ 

各地域における産業別の動向（業況判断DI・前期比季節調整値）
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▲ 40.0
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0.0
全産業

製造業
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卸売業

小売業

サービス業
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▲ 40.0
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0.0
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卸売業
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サービス業

東北 10-12月

1-3月
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0.0
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卸売業
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サービス業

関東 10-12月

1-3月

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

0.0
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製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

中部 10-12月

1-3月

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

0.0
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サービス業

四国 10-12月

1-3月

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

0.0
全産業

製造業
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サービス業

九州・沖縄 月

月
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１０ 

全産業

製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業
全産業 製造業

建設業 卸売業

小売業 サービス業

（ ） （前期 調整 ）

全産業

製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

全産業 製造業

建設業 卸売業

小売業 サービス業

（ ） （「 」 「 」 期の ）

<トピックス①>産業別資金繰りＤＩの推移について 

  全産業の資金繰りＤＩは、▲20.6（前期差1.6ポイント減）とマイナス幅が拡大した。また、

産業別に見ると、建設業で▲7.6（前期差3.1ポイント増）、製 業で▲17.4（前期差2.1ポイン

ト増）とマイナス幅が縮小した。一方、サービス業で▲27.2（前期差6.0ポイント減）、小売業

で▲24.3（前期差2.0ポイント減）、卸売業で▲11.6（前期差0.7ポイント減）とマイナス幅が拡

大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

<トピックス②>産業別従業員数過不足ＤＩ（今期の水準）の推移について 

  全産業の従業員数過不足ＤＩ（「過剰」－「不足」、今期の水準）は、（前期▲10.9→）▲9.8

（前期差1.1ポイント増）と３期ぶりにマイナス幅が縮小し、不足感が弱まった。また、産業別

に見ると、製 業で過剰から不足に転じ、サービス業、建設業、小売業で不足感が弱まり、卸売

業で不足感が強まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業別資金繰りＤＩ（前期比季節調整値）の推移 

産業別従業員数過不足ＤＩの推移 
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１１ 

［調査対象企業のコメント］ 

・ 当社はコロナの影響はあまり無いが、社員の誰かがコロナにかかった時の事を考え休業保障の保険に加入した。

商工会の補助金でトイレをコロナ感染防止仕様に変えたり、店舗入口に消毒液を置いたり対策中。［対個人サー

ビス業 北海道］ 

・ ワクチン接種が開始されたが、依然、首都圏周辺では感染者数の下げ止まり状態が続き、いつ次の感染拡大が起こ

るか不安です。資金繰りの方はやや回復傾向が見られるが、民間の受注量停滞は、まだまだ続きそうです。［建設業 

青森］ 

・ 自動車のＥＶ化が、急 に進み、関連する業界の設備投資が進んでいる。加えてＷｅｂ、リモートの需要で半導

体が伸び、人手不足となっている。業界間での差が激しく広がっている。［その他の製 業 山形］ 

・ １月に発令された緊急事態宣言を受け、観光関係のＯＥＭ（清涼飲料水関係）の受注減の落ち込みが大きい。学校

食納入部分は、あまり影響を受けていない。［食料品 埼玉］ 

・ ワクチン接種が始まり、今後さらにＧоＴо事業の再開が見込まれるなど明るい見通しもあるが、宴会等のスタイ

ルや開催頻度及び人数が以前と大きく変わってしまい、その変化に順応できるのか不安要素も感じられる。［宿泊

業 新潟］ 

・ 国土強靭化と災害対策工事の発注がしばらくは続くと予想され、ある程度の受注は見込まれるが、下請業者の確保

難や、技術者の不足等の問題がある。また、災害復旧工事が一段落した後の公共工事発注がどうなるか不安。［建設

業 長野］ 

・ 航空機製 業界にかかる環境の厳しさに変化は見られず、受注の激減と、設備、人員の過剰が続いている。［輸送用

機械器具 岐阜］ 

・ コロナの影響により、会合や法事などの集まりが減少し単価の大きな仕事がなく、資金繰りがよくない。イベント

の少ない時期と重なり、需要が伸びない。［飲食業 三重］ 

・ 従来通りでは先細りが見えているため、新しい家具づくりのスタイルを再構築する必要性を感じている。そのため

の準備を進めたい。［家具・装備品 岐阜］ 

・ コロナの影響で成人式・卒業式等の行事が中止となり、着物のレンタルが今年はゼロとなった。今現在非対面型の

遠隔サービスが求められているが、当店は業種の関係上そうもいかないのが課題となっている。［小売業 奈良］ 

・ 大雪の為、原材料の入荷がストップし製 したくてもできない状況になった。今後は自社原料の増大に取り組み安

定した原材料の入荷を確保し、売り上げの安定をねらう。［木材・木製品 鳥取］ 

・ コロナの影響が続いている為に、今後の事業を進めて行くのが難しい。リモートでは営業が出来ないので、出張販

売等、早く対応出来る様になってもらいたい。このままの状態が続けば、非常に厳しい状況が続きそうだ。［卸売業 

広島］ 

・ コロナ禍の影響による需要の落ち込みの反動で、１～３月期は近年にない受注が見込まれた。但し、原材料価格の

急騰は原価率を押し上げ、直近の課題になっている。さらに、夏場以降の需要の見通しに不透明感は残る。［鉄鋼・

非鉄金属 愛媛］ 

・ コロナによる観光への大打撃は足掛け２年。観光は平和産業の為、安心安全でなければ人は動かず厳しい状況。Ｇ

оＴо施策の期間延長とワクチン接種の効果に少し望みを持ちたい。［宿泊業 高知］ 

・ 今期は新型コロナウイルス感染拡大の影響でお客様の利用率が低下しており、従業員の生活も考え休業せずに週

休２日の状況で営業している。今後のコロナ撲滅に期待し、なおかつ 大の企業努力で乗り切っていこうと考え

ている。［飲食業 福岡］ 

・ 業況は、復調の兆しが見えず、思いきった事業再構築が必要と思われる。労働市場は、冷えており県内の採用意

欲も低下している。オンラインによるセミナーは、今後取り入れて教育研修事業に活路を見出したい。［情報通

信・広告業 佐賀］ 

・ コロナによる生活環境の変化で、民間部門において、設備投資意欲が減退している感がある。緊急事態宣言が解

除されても、延期された投資計画がすぐ戻るとは考えにくく、しばらくは低水準の受注が続くと思う。［窯業・

土石製品 沖縄］ 
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表

業況判断 （「 」 「 」 前期 調整 ）

全産業

年 年
月 月 月 月 月 月 月 月見通し

全産業

中

小

製造業

非製造業

製造業

年 年
月 月 月 月 月 月 月 月見通し

食料品

工業

木材・木製品

具・ 備品

・紙・紙 工品

業・ 製品

鉄鋼・非鉄金属

金属製品

機械器具

電 ・ 通 機械器
具・ 電 部品

機械器具

の の製造業

非製造業

年 年
月 月 月 月 月 月 月 月見通し

建設業

合工事業

別・設備工事業

卸売業

小売業

サービス業

業

食業

対 人サービス業

対 人サービス業
（ 関連）

対 人サービス業
（ 整備 の ）

対事業所サービス業

対事業所サービス業
（ ・倉 ）

対事業所サービス業
（ の ）

通 ・ 業

産 業

産 業 ・ 業 種

業 種

期と
の差

期と
の差

期と
の差

前期差

前期差

前期差

年 年

年 年

年 年
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売上額 （「増 」 「減 」 前期 調整 ）

年
月 月 月 月 月 月 月

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

売上 ・ （「上昇」 「低下」 前期 調整 ）

年

月 月 月 月 月 月 月

全産業

製造業

非製造業

卸売業

小売業

サービス業

売上 ・ （「上昇」 「低下」 前年同期 ）

年 年

月 月 月 月 月 月 月 月見通し

全産業

製造業

非製造業

卸売業

小売業

サービス業

材料・商品 入 （「上昇」 「低下」 前年同期 ）

年 年

月 月 月 月 月 月 月 月見通し

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

（「 」 「 」 期の ）

年

月 月 月 月 月 月 月

全産業

製造業

非製造業

卸売業

小売業

前期差

前期差

産 業 前期差

前期差産 業

産 業

産 業
年 年

年 年

年 年 期と
の差

期と
の差

産 業 前期差

年 年

年 年
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（経常利益） （「 」 「 」 前年同期 ）

年 年

月 月 月 月 月 月 月 月見通し

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

資金 り （「 」 「 」 前期 調整 ）

年
月 月 月 月 月 月 月

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

借入難易度 （「 易」 「 難」 前期 調整 ）

年 年
月 月 月 月 月 月 月 月見通し

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

業員 （「増 」 「減 」 前年同期 ）
年 年

月 月 月 月 月 月 月 月見通し

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

年

年 年

年 年

産 業 前期差

前期差産 業

前期差

前期差

期と
の差

期と
の差

期と
の差

産 業

産 業

（上 ：長期資金、下 ：短期資金）

年

- 31 -



業員 （「 」 「 」 期の ）

年
月 月 月 月 月 月 月

設備 資

年 期
月 月 月 月 月 月 月 月

産設備 （「 」 「 」 期の ）

年
月 月 月 月 月 月 月

の 産設備の ・ 製品 の 材料 の上昇 業員の 難

の対

製造業

前期

前 期

業員の 難 の 者の 難 の の低下・上

昇難

建設業

前期

前 期

の 売 の低下・上 入 の上昇 企業の に る 業員の 難

昇難 の

卸売業

前期

前 期

の 者 ー の ・中 の に 力の 地域 の 売 の低下・上

の対 る の 昇難

小売業

前期

前 期

の 利 者 ー の 業員の 難 施設の ・ 利 料金の低下・上

の対 昇難

サービス業

前期

前 期

前期差

期との
差

設備 資実施企業 合（実施企業 回 企業 ） ：

年 年
産 業

全産業

製造業

非製造業

サービス業

製造業

卸売業

全産業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

前期差

産 業

産 業

小売業

建設業

年 年

年 年

（ ）

期直 している経営上の問 構 ）

製 造 業

経営上の問

（ ） （ ） （ ）（ ）
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前期 （ 調整 ）

年

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

全 産 業

前期差・産業

業況判断 （経 産業 別）

北
海
道

年 年 年

東
北

関
東

九
州
・
沖
縄

四
国

中
部

近
畿

中
国
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（ ）全産業 前期 （ 調整 ）

年

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

室

東 北

関 東

木

千

東

長

中 部

近 畿

中 国

取

口

四 国

九州・沖縄

長

本

沖縄

全 国

北海道

道 ・道央

道北

業況判断 （ 道 別）

前期差道
年 年 年
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（ ）製造業 前期 （ 調整 ）

年

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

室

東 北

関 東

木

千

東

長

中 部

近 畿

中 国

取

口

四 国

九州・沖縄

長

本

沖縄

全 国

北海道

道 ・道央

道北

業況判断 （ 道 別）

前期差道
年 年 年
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（ ）非製造業 前期 （ 調整 ）

年

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

室

東 北

関 東

木

千

東

長

中 部

近 畿

中 国

取

口

四 国

九州・沖縄

長

本

沖縄

全 国

北海道

道 ・道央

道北

業況判断 （ 道 別）

前期差道
年 年 年
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       2 0 2 1 年 3 月 1 8 日 

株式会社日本政策金融公庫 

 
 

 
 

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）農林水産事業は、消費者動向調査（令和３年１月調査）

を実施しました。今回調査では、定例の「食に関する志向」のほか、新型コロナウイルス感染症

の拡大の影響による「食品購入方法の変化」、「産地応援の意識の変化」について調査しました。 

調査結果のポイントは以下の通りです。 

＜ 食に関する志向 ＞ 

○ 現在の食の志向は、前回（令和２年７月調査）に引き続き「健康志向」「簡便化志向」「経
済性志向」が３大志向となった。 

○ ３大志向の動きは、低下傾向にあった「健康志向」（41.4％、前回比＋1.7 ポイント）が上

昇に転じたほか、「簡便化志向」（37.3％、同＋3.7 ポイント）が上昇し、「経済性志向」

（35.5％、同▲2.2ポイント）が低下した。 

○ 食料品を購入するときに原材料が国産品かどうかを「気にかける」割合（74.1％）は横ば

いで推移。年代別にみると、年代が高くなるほど「気にかける」割合が高くなった。 

＜ コロナ禍の影響による食品の購入方法の変化、産地応援の意識の変化＞ 

○ コロナ禍の影響による食品の購入方法の変化については、「変化があった」（29.6％、同＋

3.8ポイント）との回答割合が上昇し、特に、男性（28.4％、同＋6.9 ポイント）で顕著な

動きとなった。 

○ コロナ禍の影響により利用する機会が増加した購入方法は、「インターネット」（34.1％）

が最も多く、次いで「テイクアウト」（30.6％）、「量販店・スーパー」（30.2％）となった。

インターネットでの購入が増えた品目は、「菓子」が最も多く、次いで「アルコール類」と

なった。 

○ 産地応援の意識については、産地の応援を「大いに気にかけている」と「やや気にかけて
いる」をあわせた回答割合が過半数（56.2％）となった。この割合は、コロナ禍以前（令

和２年１月以前を振り返ったときの回答）と比べ 11.0ポイント高くなっており、コロナ禍

を受けて産地応援の意識が上向いていることがうかがえる。 

○ 産地の応援を「大いに気にかけている」または「やや気にかけている」とした理由は、男
女ともに「地域産品が好き」が最も高くなった。 

年代別では、20代を除くすべての世代で「地域産品が好き」が最も高く、20 代では「自分

の出身地」という理由が最も高くなった。また、20 代では、他の世代と比べて「生産者の

ファン」との回答割合が高くなった。 

■詳細は、添付のレポートをご参照ください。 

 

 
 

ニュースリリース 

 
食の志向 低下傾向にあった健康志向が上昇に転じる 

～コロナ禍で産地応援の意識が上向く ～ 

＜消費者動向調査（令和３年１月調査）＞  

 

＜お問い合わせ先＞ 

日本政策金融公庫 農林水産事業本部 情報企画部 （担当：坂本、米山） TEL: 03-3270-5585 

〒100-0004 東京都千代田区大手町1-9-4 大手町ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｼﾃｨ ﾉｰｽﾀﾜｰ  - 37 -



消
費
者
動
向
調
査
（
令
和
３
年
１
月
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○
調
査
概
要

•
調
査
時
期
：
令
和
３
年
１
月

•
調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

•
調
査
対
象
：
全
国
の

20
歳
代
～

70
歳
代
の
男
女

2,000
人
（
男
女
各

1,000
人
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
あ
る
た
め
、
回
答
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
者
に
限
ら
れ
る
。

2

＜
お
問
い
合
わ
せ
先
＞

日
本
政
策
金
融
公
庫
農
林
水
産
事
業
本
部
情
報
企
画
部
（
担
当
：
坂
本
、
米
山
）TE

L
：03-3270-5585

〒
100-0004

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1-9-4

大
手
町
ﾌ
ｨﾅ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
ｼ
ﾃ
ｨ
ﾉｰ
ｽ
ﾀ
ﾜ
ｰ
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Ⅰ
．
食
に
関
す
る
志
向
（
現
在
の
食
の
志
向
）

・
現
在
の
食
の
志
向
は
、
前
回
（
令
和
2
年
7
月
調
査
）
に
引
き
続
き
「
健
康
志
向
」
「簡
便
化
志
向
」
「経
済
性
志
向
」
が
３
大

志
向
と
な
っ
た
。

・
３
大
志
向
の
動
き
は
、
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
「
健
康
志
向
」
（
4
1
.4
％
、
前
回
比
＋
1
.7
ポ
イ
ン
ト
）
が
上
昇
に
転
じ
た
ほ
か
、

「
簡
便
化
志
向
」
（
3
7
.3
％
、
同
＋
3
.7
ポ
イ
ン
ト
）
が
上
昇
し
、
「
経
済
性
志
向
」
（3
5.5
％
、
同
▲
2
.2ポ

イ
ン
ト
）
が
低
下
し
た
。
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国
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美
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複
数
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、
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２
つ
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で
）- 40 -



4
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Ⅰ
．
食
に
関
す
る
志
向
（
３
大
志
向
、
平
成
2
0
年
1
月
調
査
か
ら
の
推
移
）

・
こ
れ
ま
で
1
位
「
健
康
志
向
」
2
位
「
経
済
性
志
向
」
3
位
「簡
便
化
志
向
」
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
今
回
調
査
で
は
「
簡
便

化
志
向
」
が
2
位
に
上
昇
し
た
。
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5

・
家
族
構
成
別
に
み
る
と
、
“
１
人
暮
ら
し
世
帯
”
で
は
「
簡
便
化
志
向
」
と
「
経
済
性
志
向
」が
高
い
割
合
と
な
っ
た
。

・
“
夫
婦
の
み
”
、
“
親
＋
本
人
＋
子
”
、
“
本
人
＋
子
供
”
の
世
帯
で
は
、
「
健
康
志
向
」
が
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
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・
「
健
康
志
向
」
は
4
0
代
、
5
0
代
を
除
く
年
代
で
上
昇
し
た
。
「
簡
便
化
志
向
」
は
2
0代
、
7
0
代
を
除
く
年
代
で
上
昇
し
た
。

・
「
経
済
性
志
向
」
は
4
0
代
で
２
半
期
連
続
の
上
昇
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
2
0
代
お
よ
び
5
0代
～
7
0代
で
は
低
下
と
な
っ
た
。

6

26.8

50.2

46.5

25.3

43.5

49.1

29.0 

41.6 
42.4 

31.1

44.7

38.5

29.6 

40.2 
42.0 

34.3 

47.9 

42.0 

35.0 

44.3 

38.9 

32.1 

41.2 

44.0 

30.8

47.2
47.7

37.9 
36.4 

41.0 
41.9

33.9

42.2
39.1

38.8
38.8

52.9

26.4
26.2

50.0 

25.1 

29.3 

52.9

29.6

23.3

60.7

20.5

24.2

58.1

17.4
19.8

62.1

16.8
17.8

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

健
康
志
向

簡
便
化
志
向

経
済
性
志
向

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

ド
ッ
ト
：R2.1

月
調
査

斜
線
：R2.7

月
調
査

塗
り
つ
ぶ
し
：
今
回
調
査

Ⅰ
．
食
に
関
す
る
志
向
（
３
大
志
向
、
年
代
別
）

- 43 -



74.1 

74.0 

74.6 

73.2 

72.3 

73.4 

80.1 

21.6 

22.0 

21.3 

21.7 

24.9 

24.2 

16.2 

4.3 

4.1 

4.2 

5.2 

2.8 

2.5 

3.8 

0%
20%

40%
60%

80%
100%

R3/1

R2/7

R2/1

R1/7

H31/1

H30/7

H30/1

気
に
か
け
る

気
に
か
け
な
い

食
料
品
は
購
入
し
な
い

【
継
年
デ
ー
タ
】

【
今
回
調
査
、
年
代
別
】

58.4 67.2 

70.2 

77.1 

82.5 

87.2 

31.6 26.3 

26.2 20.8 

14.7 

11.1 10.0 

6.5 

3.6 

2.1 

2.9 

1.7 

0%
20%

40%
60%

80%
100%

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

Ⅱ
．
国
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気
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か
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食
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品
購
入
時
）

・
食
料
品
を
購
入
す
る
と
き
に
国
産
品
か
ど
う
か
を
「
気
に
か
け
る
」
（
7
4
.1
％
）
は
横
ば
い
で
推
移
。

・
年
代
別
に
み
る
と
、
年
代
が
高
く
な
る
ほ
ど
「
気
に
か
け
る
」
割
合
が
高
く
な
っ
た
。

7

- 44 -



3.6 
4.6 
4.0 
3.7 
3.4 
3.4 
3.8 

32.1 
28.9 
34.0 

31.9 
32.1 

28.2 
24.3 

64.4 
66.5 

62.1 
64.5 
64.6 

68.4 
72.0 

0%
20%

40%
60%

80%
100%

R3/1

R2/7

R2/1

R1/7

H31/1

H30/7

H30/1

（
国
産
食
品
）

安
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

高
い

67.4 
68.5 

63.7 
66.2 
67.9 
68.0 
70.0 

29.5 
28.1 

33.0 
31.1 
29.1 
28.8 
26.4 

3.1
3.4
3.4
2.7
3.1
3.3
3.6

0%
20%

40%
60%

80%
100%

R3/1

R2/7

R2/1

R1/7

H31/1

H30/7

H30/1

（
国
産
食
品
）

安
全
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

安
全
面
に
問
題
が
あ
る

・
国
産
食
品
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
価
格
が
「
高
い
」
お
よ
び
「安
全
で
あ
る
」の
割
合
が
低
下
。

・
輸
入
食
品
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
「
安
い
」
お
よ
び
「安
全
面
に
問
題
が
あ
る
」
の
割
合
に
大
き
な
動
き
は
な
い
。
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Ⅱ
．
国
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品
か
ど
う
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を
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に
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（
国
産
・
輸
入
食
品
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
）
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Ⅲ
．
国
産
食
品
の
輸
入
食
品
に
対
す
る
価
格
許
容
度

・
「
割
高
で
も
国
産
品
を
選
ぶ
」
は
、
5
8
.9
％
と
過
半
を
維
持
し
つ
つ
横
ば
い
で
推
移
。

・
一
方
、
「
国
産
品
へ
の
こ
だ
わ
り
は
な
い
」
は
1
4
.8
％
と
な
り
、
前
回
調
査
に
引
き
続
き
低
下
。
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２
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Ⅳ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
食
品
購
入
方
法
の
変
化

・
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
食
品
の
購
入
方
法
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
「
変
化
が
あ
っ
た
」
（
2
9
.6％

、
同
＋
3
.8
ポ
イ
ン
ト
）
と
の

回
答
割
合
が
上
昇
し
、
特
に
男
性
（
2
8
.4
％
、
同
＋
6
.9
ポ
イ
ン
ト
）
で
顕
著
な
動
き
と
な
っ
た
。

10

あ
る

Ⅳ
-1
．
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
農
林
水
産
物
・
食
品
の
購
入
方
法
の
変
化
（
全
体
、
男
女
別
）

69.2

69.9

71.6 78.5

70.4 74.2

30.8

30.1

28.4 21.5

29.6 25.8

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

80%
90%

100%

女
性
/今
回
調
査

女
性
/前
回
調
査

男
性
/今
回
調
査

男
性
/前
回
調
査

全
体
/今
回
調
査

全
体
/前
回
調
査

変
化
が
な
か
っ
た

変
化
が
あ
っ
た

男
性

女
性

全
体

（
令
和
2年
7月
）

（
令
和
3年
1月
）

（
令
和
2年
7月
）

（
令
和
3年
1月
）

（
令
和
2年
7月
）

（
令
和
3年
1月
）
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34.1 
30.6 

30.2 

17.6 
15.0 

9.0 
8.4 

2.4 
1.5 

0.8 

9.6 

0%

10%

20%

30%

40%

インターネット

テイクアウト

量販店・スーパー

ドラッグストア

個配・班配

コンビニ

デリバリー

ミール宅配サービス

新聞・雑誌通販

移動スーパー

その他

11

Ⅳ
-1
．
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
農
林
水
産
物
・
食
品
の
購
入
方
法
の
変
化

（
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
利
用
す
る
機
会
や
量
が
増
加
し
た
購
入
方
法
）

・
利
用
す
る
機
会
が
増
え
た
購
入
方
法
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
（
3
4
.1
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
（
3
0
.6％

）
、

「
量
販
店
・
ス
ー
パ
ー
」
（
3
0.2
％
）と
な
っ
た
。

（
複
数
回
答
３
つ
ま
で
）
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54.9 

47.5 

52.0 63.0 

61.2 

60.6 

20.6 

30.0 

18.4 

13.9 

16.3 

15.2 

24.5 

22.5 

29.6 23.1 

22.4 

24.2 

70
代

60
代

50
代

40
代

30
代

20
代

12

56.1%
19.6%

24.3%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

80%
90%

100%
今
後
も
続
け
る

コ
ロ
ナ
拡
大
前
に
戻
る

分
か
ら
な
い

（
年
代
別
）

・
購
入
の
仕
方
に
変
化
が
あ
っ
た
回
答
者
の
う
ち
、
5
6
.1
％
が
収
束
後
「
今
後
も
続
け
る
」
と
回
答
。
年
代
別
で
み
る
と
、
2
0
～
4
0

代
で
６
割
を
超
え
た
。
「
コ
ロ
ナ
拡
大
前
に
戻
る
」
と
回
答
し
た
の
は
、
6
0
代
が
３
割
と
他
の
年
代
と
比
べ
て
高
く
な
っ
た
。

Ⅳ
-1
．
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
農
林
水
産
物
・
食
品
の
購
入
方
法
の
変
化

（
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
利
用
が
増
え
た
購
入
方
法
は
収
束
後
に
ど
う
す
る
か
、
年
代
別
）

全
体
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19.2 
20.7 

14.9 
15.6 

14.4 

20.3 

32.9 

19.1 

25.9 
25.0 

14.6 

1.3 

7.9 

21.2 

13.1 

7.1 

12.3 

8.4 

40.6 

13.8 

26.6 

16.3 

7.1 

0.5 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

穀類
肉類

魚介類

野菜
果物

冷凍食品

菓子
その他

加工食品

アルコール類

飲み物

調味料

その他

日
々
の
生
活
用

特
別
の
日
用13

Ⅳ
-2.農

林
水
産
物
・
食
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
（
購
入
が
増
え
た
品
目
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
が
増
え
た
品
目
は
、
日
々
の
生
活
用
、
贈
答
・
パ
ー
テ
ィ
ー
等
の
特
別
の
日
用
と
も
に
「
菓
子
」
の

回
答
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
ア
ル
コ
ー
ル
類
」
と
な
っ
た
。

【
以
前
よ
り
も
購
入
が
増
え
た
品
目
】（複

数
回
答
）
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9.0 

29.5 

16.0 

8.0 
12.0 

9.5 

32.5 

14.0 

30.5 

16.5 

7.0 
0.0 

6.8 
13.1 

10.2 
6.3 

12.6 
7.3 

48.5 

13.6 

22.8 
16.0 

7.3 
1.0 

0%
10%
20%
30%
40%
50%

穀類
肉類

魚介類

野菜
果物

冷凍食品

菓子
その他加工食品

アルコール類

飲み物

調味料

その他

男
性

女
性

14

19.5 
24.7 

15.0 
13.9 

11.6 

21.7 

31.1 

19.5 
29.6 

22.8 

9.7 
0.7 

19.0 
17.0 

14.9 
17.3 

17.0 
19.0 

34.6 

18.7 
22.5 

27.0 
19.0 

1.7 
0%

10%
20%
30%
40%
50%

穀類
肉類

魚介類

野菜
果物

冷凍食品

菓子
その他加工食品

アルコール類

飲み物

調味料

その他

男
性

女
性

【
以
前
よ
り
も
購
入
が
増
え
た
品
目
】（日

々
の
生
活
用

/複
数
回
答
）

【
以
前
よ
り
も
購
入
が
増
え
た
品
目
】（特

別
の
日
用

/複
数
回
答
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
が
増
え
た
品
目
は
、
男
性
に
お
い
て
「
ア
ル
コ
ー
ル
類
」
と
「
肉
類
」
の
回
答
割
合
が
女
性
よ
り
高
く
、

女
性
に
お
い
て
「
菓
子
」
（
特
別
な
日
用
）
の
回
答
割
合
が
男
性
よ
り
高
く
な
っ
た
。

Ⅳ
-2.農

林
水
産
物
・
食
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
（
購
入
が
増
え
た
品
目
）
（
男
女
別
）

- 51 -



12.0 

26.5 

12.0 

20.5 

13.3 

18.1 

34.9 

16.9 
20.5 

28.9 

8.4 

0.0 

25.0 
24.0 

13.5 
17.3 

9.6 

16.3 

29.8 

10.6 

26.9 
26.0 

17.3 

1.0 

18.3 
14.8 

7.0 
8.7 

9.6 

16.5 

35.7 

16.5 

23.5 

34.8 

18.3 

0.9 

15.2 

21.2 
19.7 

25.8 

15.2 

25.8 

34.8 

25.8 

36.4 

21.2 
18.2 

3.0 

18.9 

23.3 
22.2 

16.7 
20.0 

31.1 
30.0 

26.7 
26.7 

23.3 

16.7 

2.2 

23.5 

16.3 
18.4 

10.2 

20.4 

17.3 

32.7 

21.4 
24.5 

13.3 

8.2 

1.0 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

穀
類

肉
類

魚
介
類

野
菜

果
物

冷
凍
食
品

菓
子

そ
の
他
加

工
食
品

ア
ル
コ
ー

ル
類

飲
み
物

調
味
料

そ
の
他

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

10.0 

23.3 

13.3 
16.7 

20.0 

11.7 

40.0 

16.7 
20.0 

13.3 

5.0 

0.0 

11.4 

30.4 

17.7 

13.9 

6.3 
7.6 

31.6 

5.1 

25.3 

16.5 

10.1 

1.3 

8.4 

20.5 

7.2 

3.6 

9.6 
9.6 

43.4 

15.7 

26.5 

16.9 

9.6 

0.0 

4.2 

16.7 
16.7 

2.1 

10.4 
10.4 

45.8 

8.3 

31.3 

12.5 

2.1 
0.0 

5.0 

16.7 

10.0 

3.3 

8.3 
10.0 

43.3 

20.0 

38.3 

21.7 

8.3 

1.7 

6.6 

17.1 
14.5 

2.6 

19.7 

2.6 

42.1 

17.1 

21.1 

15.8 

5.3 

0.0 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

穀
類

肉
類

魚
介
類

野
菜

果
物

冷
凍
食
品

菓
子

そ
の
他
加

工
食
品

ア
ル
コ
ー

ル
類

飲
み
物

調
味
料

そ
の
他

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

15

【
以
前
よ
り
も
購
入
が
増
え
た
商
品
】（日

々
の
生
活
用

/複
数
回
答
）

【
以
前
よ
り
も
購
入
が
増
え
た
商
品
】（特

別
の
日
用

/複
数
回
答
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
が
増
え
た
品
目
（
特
別
の
日
用
）
は
、
年
代
問
わ
ず
「
菓
子
」
が
最
も
高
く
な
っ
た
。
「
肉
類
」
は
3
0
代
で
相

対
的
に
高
く
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
類
」
は
2
0
代
か
ら
6
0
代
に
か
け
て
年
代
が
上
が
る
ほ
ど
高
く
な
っ
た
。

Ⅳ
-2.農

林
水
産
物
・
食
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
（
購
入
が
増
え
た
品
目
）
（
年
代
別
）

- 52 -



16

Ⅴ
．
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
の
変
化

・
消
費
行
動
に
お
け
る
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
は
、
「
大
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」
と
「
や
や
気
に
か
け
て

い
る
」
を
あ
わ
せ
た
回
答
割
合
が
過
半
数
（
5
6
.2
％
）
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
（
令
和
２
年
１
月
以
前
を
振
り
返
っ
た
と
き
の
回

答
）
と
比
べ
る
と
1
1
.0
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
が
上

向
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

17.2 

8.7 

39.0 

36.5 

30.1 

39.1 

13.9 

15.7 

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

80%
90%

100%

令
和
３
年
１
月
現
在

令
和
２
年
１
月
以
前

大
い
に
気
に
か
け
て
い
る

や
や
気
に
か
け
て
い
る

あ
ま
り
気
に
か
け
て
い
な
い

全
く
気
に
か
け
て
い
な
い

45.2

56.2

（
コ
ロ
ナ
禍
以
前
（
令
和

2
年

1
月
以
前
）と
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
の
消
費
行
動
に
つ
い
て
最
も
あ
て
は
ま
る
も
の
を

1
つ
選
択
）- 53 -



32.2 

10.7 19.1 

8.6 15.3 

7.6 14.5 

8.0 12.1 

9.2 

10.0 

8.2 

36.6 

37.6 

46.3 

45.3 

42.8 

41.0 35.0 

31.9 

37.3 

32.5 

34.2 

29.0 

26.2 

45.3 

26.7 

35.6 

30.3 

38.2 

33.4 

41.2 29.9 

36.1 

34.2 

39.0 

5.0 

6.4 

7.9 

10.5 

11.6 

13.1 

17.1 

18.9 

20.7 

22.2 

21.6 

23.8 

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

80%
90%

100%

令
和

3
年

1
月
時
点

令
和

2
年

1
月
以
前

令
和

3
年

1
月
時
点

令
和

2
年

1
月
以
前

令
和

3
年

1
月
時
点

令
和

2
年

1
月
以
前

令
和

3
年

1
月
時
点

令
和

2
年

1
月
以
前

令
和

3
年

1
月
時
点

令
和

2
年

1
月
以
前

令
和

3
年

1
月
時
点

令
和

2
年

1
月
以
前

70代 60代 50代 40代 30代 20代

大
い
に
気
に
か
け
て
い
る

や
や
気
に
か
け
て
い
る

あ
ま
り
気
に
か
け
て
い
な
い

全
く
気
に
か
け
て
い
な
い

17

・
消
費
行
動
に
お
い
て
産
地
の
応
援
を
「
大
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」
と
「
や
や
気
に
か
け
て
い
る
」
を
あ
わ
せ
た
回
答
割
合
は
、

年
代
が
上
が
る
ほ
ど
高
く
な
る
傾
向
と
な
っ
た
。
ま
た
、
「
大
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」
、
「
や
や
気
に
か
け
て
い
る
」
そ
れ
ぞ
れ
の

回
答
割
合
は
、
全
世
代
で
コ
ロ
ナ
禍
以
前
（
令
和
２
年
１
月
以
前
を
振
り
返
っ
た
と
き
の
回
答
）
よ
り
も
上
昇
し
て
い
る
。

Ⅴ
．
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
の
変
化
（
年
代
別
）

（
コ
ロ
ナ
禍
以
前
（令
和

2
年

1
月
以
前
）と
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
の
消
費
行
動
に
つ
い
て
最
も
あ
て
は
ま
る
も
の
を

1つ
選
択
）

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代
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18

・
産
地
の
応
援
を
「
大
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」
「
や
や
気
に
か
け
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
に
対
し
て
、
産
地
を
応
援
す
る
理
由
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
男
女
と
も
に
「
地
域
産
品
が
好
き
」
が
最
も
高
く
な
っ
た
。

Ⅴ
．
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
の
変
化

（
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
理
由
、
男
女
別
）

（
「
大
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」「
や
や
気
に
か
け
て
い
る
」と
回
答
し
た
方

/複
数
回
答
）
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・
産
地
の
応
援
を
「
大
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」
「
や
や
気
に
か
け
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
に
対
し
て
、
産
地
を
応
援
す
る
理
由
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
年
代
別
で
は
、
2
0
代
を
除
く
す
べ
て
の
世
代
で
「
地
域
産
品
が
好
き
」
が
最
も
高
く
な
っ
た
。
ま
た
、
年
代
が
上

が
る
ほ
ど
、
「
地
域
産
品
が
好
き
」
「
災
害
等
が
発
生
し
た
地
域
の
復
興
を
支
援
し
た
い
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
。

・
2
0
代
で
は
「
自
分
の
出
身
地
」
と
い
う
理
由
が
最
も
高
く
、
ま
た
他
の
世
代
と
比
べ
て
「
生
産
者
の
フ
ァ
ン
」
と
い
う
回
答
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

19

（
「
大
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」「
や
や
気
に
か
け
て
い
る
」と
回
答
し
た
方

/複
数
回
答
）

Ⅴ
．
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
の
変
化

（
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
理
由
、
年
代
別
）
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・
今
後
の
消
費
行
動
に
お
い
て
「
購
入
頻
度
を
増
や
し
た
い
」
ま
た
は
「
新
た
に
購
入
し
た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
産
地
の
応

援
を
気
に
か
け
る
度
合
い
に
応
じ
て
高
く
な
る
傾
向
と
な
っ
た
。

20

Ⅴ
．
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
の
変
化

（
「
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
の
応
援
」
を
気
に
か
け
た
購
入
に
対
す
る
今
後
の
意
向
）

37.0 

13.5 

2.7 

1.8 

25.4 

20.5 

12.1 

6.1 

36.2 

63.0 

77.7 

70.4 

0.4 

0.7 

1.5 2.6 

7.5 

20.9 

0%
20%

40%
60%

80%
100%

大
い
に
気
に
か
け
て
い
る

や
や
気
に
か
け
て
い
る

あ
ま
り
気
に
か
け
て
い
な
い

全
く
気
に
か
け
て
い
な
い

購
入
頻
度
を
増
や
し
た
い

新
た
に
購
入
し
て
み
た
い

現
状
維
持

減
ら
し
た
い

購
入
し
な
い
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36.5

13.2
12.0

10.8
9.0

7.1

0.5

44.8

0%

10%

20%

30%

40%

50%

店頭で産地を見て購入

直売所や道の駅などで購入

通信販売で購入

イベント参加・物産展での購入

ふるさと納税で応援

会員制サイトでの購入

その他

消費行動をしていない

21

（
複
数
回
答
）

・
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
の
応
援
の
た
め
の
具
体
的
な
消
費
行
動
は
、
「
店
頭
で
産
地
を
見
て
購
入
」
（
3
6
.5%
）が
最
も

多
く
、
次
い
で
、
「
直
売
所
や
道
の
駅
で
の
購
入
」
（
1
3
.2
％
）、
「
通
信
販
売
で
の
購
入
」
（
12
.0％

）
と
な
っ
た
。
な
お
、

「
（
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
応
援
の
た
め
の
）
消
費
行
動
を
し
て
い
な
い
」と
す
る
割
合
は
4
4.8
％
と
な
っ
た
。

Ⅴ
．
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
を
応
援
す
る
意
識
の
変
化

（
国
内
の
農
林
水
産
業
・
産
地
の
応
援
の
た
め
の
具
体
的
な
消
費
行
動
）
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０
２
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）
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２
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1
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1
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ト
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の
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ト
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1

1
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1
1

資
全
漁
連

務
省

計
 

冷
凍

合
計

生
鮮

冷
凍

２
０

２
１

年
１

月
～

２
月

種

２
０

２
０

年
２

月

種

冷
凍

合
計

冷
凍

合
計

２
０

２
０

年
１

月
～

２
月

合
計

生
鮮

生
鮮

２
０

２
１

年
２

月

生
鮮
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いか輸入 国 通関実績 ３（２０２１）３月

（１）冷凍いか（ くもん う）

数量 金 円 数量 金 円 数量 金 円 数量 金 円

1 国 2 2 2 2 1 1 1

2 中国 2 1 1 1 2 2 2 1 2 1 1 1 1

台湾

港

ベトナム 2 1 21 1 1 1 2 2 2 2 1 2

タイ 1 2 1 2 1 2 2 2 1 1 2 2 2 1

マレーシア 1 2 1 1 2 1 2 1 22 2 1

フィリピン 2 1 1 2 1 2 1 2

イン ネシア 21 2 112 2 2 1 1 1 2 1 1

1 カン ジア

11 ミ ンマー 2 11 1 1 1 12 2 1 1

12 イン 1 1 2 1 22 2 1 1 1 1 2 2 2

1 キスタン 1 2 1 2 1 1 1 2 1

1 スリランカ 1 1 2 1 1 2 1 1 2

1 イラン

1 オマーン

1 デンマーク

1 国

1 フランス

2 スペイン

21 ロシア 1 2 21 1 11 2 2 1 1

22 リシ

2 アメリカ 1 21 2 2 22 1 2 1 12 2

2 メキシコ

2 ナマ

2 カナ 1 1 1

2 セントビンセント

2 エクア ル

2 ペルー 12 2 2 1 1 1 112 1 1

チリ 21 2 1 2 1 1 2 1 1 21

1 ウルグアイ

2 アルゼンチン 1 1 2

フォークラン 諸島
その付属諸島

2 2 2 1 2 1 2 2 1 22 1 21 1

ロ コ 1 2

カナリー諸島（西）

ーリタ ア

ーナ

セネ ル

ソマリア

南アフリカ 国

1 オーストラリア

2 ア ー ア

ージーラン 2 2 21 2 1 1 2 2 2

1 11 2 1 2 1 1 12 2 1 1 1 22合 計

   ２年３月合計 ２年１月～３月 計
国       

   ３年３月合計 ３年１月～３月 計
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いか 輸入 国 通関実績 ３（２０２１）年３月

数量 金 円 数量 金 円 数量 金 円 数量 金 円

1 国

2 中国 2 1 2 111 22 1 2 1 21 1

台湾

ベトナム

タイ 2 2 1 1 2 1 1 21 2

フィリピン

イン ネシア 2 21 2 1

スペイン 2 22

イタリア

1 カナ

11 アメリカ 1 2 2 2 1

12 メキシコ

1 ロシア

1 ペルー 2 2 2 2 12 1 1 21 2 2

1 アルゼンチン

1 ージーラン 1

2 2 1 2 1 1 1 1 11 2 2 1 1 1 1合 計

２年３月合計 ２年１月～３月 計

（２） ・ ・ 水 け

３年３月合計 ３年１月～３月 計

国
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．いか 輸入 国 通関実績 ３（２０２１）年３月

（３）調製品

数量 金 円 数量 金 円 数量 金 円 数量 金 円

1 国 12 1 2 1 2 11 21

2 中国 2 1 1 2 2 2 1 2 1 1 11

台湾

ベトナム 2 2 2 1 1 2 2 112 1 2 1

タイ 2 21 1 22 2 2 2 2 2 1 2 2

シン ール

マレーシア 1 1

フィリピン

イン ネシア 2 1 1 2 1 1

1 ミ ンマー

11 イン

12 スリランカ

1 ノルウ ー

1 スイス

1 ルト ル

1 スペイン 1 1 1 1 12 1 1 2

1 イタリア

1 アメリカ

1 メキシコ

2 ペルー 22 1 2 22 1 2 1 2

21 チリ

22 アルゼンチン

2 オーストラリア

2 ージーラン

2 1 1 1 2 111 1 2 1 2

２
１月～３月 計

３年３月合計
３年

１月～３月 計
国

合 計

２年３月合計
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．農林水産 計

１ 産地水産物流通 計 ３（２０２１）年２月

（１）月 上場水揚量・価格

上場
水揚量

価格
上場

水揚量
価格

上場
水揚量

価格
上場
水揚量

価格
上場

水揚量
価格

平成2 2 1 年 2 2 2 2 112 2 1 22 1 1

平成2 2 1 年 2 2 2 1 1 1 2 1

平成2 2 1 年 1 2 22 2 2 2 2 2 1 2

平成2 2 1 年 2 1 1 12 1 2 2 1 2

平成2 2 1 年 1 1 2 112 1

平成 2 1 年 1 1 1 11 1 11 1 2 1

元 2 1 年 1 2 22 1 2 2 2

平成 2 1 年 1 1 2 1 11 2 22 2 2

平成2 年 １月 1 2 2 1 2 1 1

平成2 年 ２月 1 1 1 1 2 1

平成2 年 ３月 1 1 2 1 2 1 2 2 2

平成2 年 ４月 1 2

平成2 年 ５月 1 1 21 1

平成2 年 ６月 2 1

平成2 年 ７月 1 2 2 1 11 1 21 1 2 2 1 2

平成2 年 ８月 2 2 1 21 1 2 2 1 1

平成2 年 ９月 1 1 1 21 1 12 22

平成2 年 １０月 1 2 1 2

平成2 年 １１月 1 2 2

平成2 年 １２月 1 1 2 2 1 2 1 1 12

計 2 1 11 2 1 2 2

平成2 年 １月 1 2 2 2 1 1 1

平成2 年 ２月 2 2 2 1 1

平成2 年 ３月 1 2 2 2 1

平成2 年 ４月 1 2 2 1 1 1

平成2 年 ５月 2 2 2 1 1

平成2 年 ６月 1 2 1

平成2 年 ７月 2 1 1 1

平成2 年 ８月 2 2 2 1 2 1 12

平成2 年 ９月 22 2 2

平成2 年 １０月 2 2 1 2

平成2 年 １１月 1 2 1 1 2

平成2 年 １２月 1 2 1 2 2 2

計 1 1 111

平成 年 １月 1 1

平成 年 ２月 21 2 1

平成 年 ３月 2 1 222

平成 年 ４月 1 21 2 1

平成 年 ５月 2

平成 年 ６月 2 21 2 1 1

平成 年 ７月 1 12 1

平成 年 ８月 1 2 1 1 1 2

平成 年 ９月 21 2 1 2 2

平成 年 １０月 2 1 1 2 2 1

平成 年 １１月 2 22 1 2 1

平成 年 １２月 1 1 1 1 2 2 1 2

計 1 1 11 1 2 1

平成 1年 １月 2 1 2 1

平成 1年 ２月 2 22 2 1 21

平成 1年 ３月 2 1 2 1 2 2

平成 1年 ４月 1 2 2 1

元年 ５月 22 2 22

元年 ６月

元年 ７月 1 12

元年 ８月 2 2 12 2 2 2

元年 ９月 2 2 1

元年 １０月 2 1 2 11 1 2 12 2 2

元年 １１月 2 2 2 1 2 1 11

元年 １２月 1 12 22 1 1 2 22 2 2

計 1 2 1 2 2

２年 １月 2 1 1 22 2 2

２年 ２月 2 1 1 1 2 11

２年 ３月 1 1

２年 ４月 1 1 2 1

２年 ５月 1 1 2 1

２年 ６月 2 1 1 1 12

２年 ７月 2 2 1 1

２年 ８月 1 1 2 2

２年 ９月 1 1 1 1

２年 １０月 22 1 1 1

２年 １１月 2 2 2 1 1 2

２年 １２月 1 2 2 1 2

計 1 2 1 22 2 2

３年 １月 2 1 1 1

３年 ２月 1

計 1 1 1 1

対前月比 1 1 1 1 1

対前年同月比 2 12 2 2 1

１ 平成２２年１月分調査より、あかいかが調査対 品 となりました。
２ 平成２２年１月分調査より、調査対 漁港数から調査対 市場数に変
３ 平成２１年度分については調査対 市場数に変 済みです。

年   月 合計

するめいか
生

するめいか
冷・近

するめいか
冷・遠

あかいか
生

あかいか
冷
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農林水産 計

１．産地 水産物流通 計 ３（２０２１）年２月

（２） 上場水揚量・価格

単位 水揚量 トン 価格 1 当たり円

2 21年 2 2 年 対前年 2 21年 2 2 年 対前年

１月～２月 １月～２月 同期比（％） １月～２月 １月～２月 同期比（％）

するめいか（生） 1 1 2 2 1

（冷 近海 1 1 1 1 2

（冷 遠洋

あかいか（生） 1 12 1 1

あかいか（冷） 1 1 2 1 1

合 計 1 1 1

１ 平成２２年１月分調査より、あかいかが調査対 品 となりました。

品

の上場水揚量 の平均価格
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．農林水産 計

１．産地 水産物流通 計 ３（２０２１ 年２月

（３）漁港 水揚量・価格（ ３年２月）

水揚量

水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 合 計

1 函館

2 小

3

4 内

5

6

7

8

9

10 八戸 1

11 1

12 大船渡 2 2

13 石

14 気

15 川 1

16 石 1

17

18 小 浜

19 大

20 崎

21

22
浦

（ ）

23 三崎 1 11

24

25

26 新

27
小木

（石川）
2

28 浦 1 1

29

30 浦 1 1 1

31 本

32 境 1 1 1

33 浜

34 下関 1 1

35 八 浜 1 1

36 福岡

37 2 2

38 松浦

39 長崎 2

40 世保 1

41 見

42 北浦

43

44 崎

45 山川

46 島

47 那覇

1

―：事実のないもの　　　…：事実不詳又は調査を欠くもの　　　0：単位に満たないもの（例：0.4ｔ→0ｔ）　　　＊：訂正数値

あかいか
生

あかいか
冷

合計

漁 港

するめいか
生

するめいか
冷、近海

するめいか
冷、遠洋
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2
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2

1
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2
2

2
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1

そ
の

他
の

い
か

2
2

1
1

1
2

2
1

2
2

2
2

1
1

1
1

2
1
1

合
計

2
2

1
2

1
2
2

1
2

2
2

1
1

1
1
1
2

1
1

「
対

前
年

同
月

比
」

は
、

前
年

同
月

よ
り

引
き

続
き

調
査

を
行

っ
て

い
る

場
の

み
で

算
出

し
て

い
ま

す
。

品

対
前

年
同

月
比

３
年

２
月

月
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３

年
２

月
月
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入
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年

２
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庫

量
３

年
２

月
月

末
在

庫
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